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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では，近年急速に電子化が進んでいる過去の古い資料の有効活用を目的に，言語だけ

ではなく時代や文化をも横断する情報アクセス技術を確立することを目標として研究を行った．

具体的には「日本語古典史料のテキスト処理手法の開発」「人文系データベースの多言語統合検

索システム」「伝統的モンゴル文字文書のディジタル図書館システム」「多言語Webページの作
成支援システム」「確率モデルに基づく情報推薦手法」に関する研究を行った． 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, we established information access techniques across languages, periods, and cultures, 
with the aim of promoting effective use of digitized historical documents, which are rapidly increasing 
in recent years. Specifically, we developed “text processing techniques for ancient Japanese historical 
materials”, “multilingual integrated search system for humanities databases”, “digital library of 
documents in traditional Mongolian script”, “system for supporting creation of multilingual web pages”, 
and “information recommendation techniques based on probabilistic models”. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 現在の Web 上では膨大な量の情報が提供
されているが，その多くは，Webが登場した
後，つまりここ十数年程度の間に作られたも
のである．これに対して，紙媒体を対象とす

る図書館は，紀元前から現在まで人類が残し
た膨大な知識を蓄積しており，近年に作られ
た情報がほとんどである現在のWebとは，蓄
積されている情報のタイムスパンにおいて
大きな差がある．また，情報の量においても，
Web 上の索引付け可能な情報は 2005 年の時

機関番号：３４３１５ 

研究種目：若手研究（B） 

研究期間：2009 ～ 2011   

課題番号：21700271 

研究課題名（和文） 言語・時代・文化横断型の情報アクセスに関する研究 

                     

研究課題名（英文） Studies on Information Access across Languages, Periods, and Cultures

 

研究代表者 

 前田 亮（MAEDA AKIRA） 

 立命館大学・情報理工学部・教授 

 研究者番号：20351322 



 

 

点で約 115億ページ，約 150テラバイトであ
るが，紙媒体の図書館にはそれ以上の量（米
国議会図書館の蔵書だけで約 2,000 万冊，約
160 テラバイト）の情報が蓄積されていると
言われている（M. Lesk, “Understanding Digital 
Libraries”, 2nd ed., 2005）． 
 近年，インターネット関連企業・政府機
関・大学・図書館などの協力による図書館蔵
書の大規模な電子化プロジェクト（たとえば
Google Book Search，Open Content Alliance，
World Digital Library，HathiTrustなど）が多数
立ち上がっており，従来は紙媒体しかないた
め特定の図書館でしか閲覧できなかった古
代から現代にかけての膨大な量の知識の蓄
積に対して Web 上で容易にアクセス可能に
なりつつある． 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では，近年急速に電子化が進んでい
る過去の古い資料の有効活用を目的に，従来
から研究されている言語横断情報検索
（Cross-Language Information Retrieval）の技
術を基に拡張し，言語だけではなく時代や文
化をも横断する情報アクセス技術を確立す
ることを目標として研究を行った． 
 本研究の成果は，主に人文学研究者による
利用を想定しており，人文学において利用が
進みつつある情報技術を用いて，人文学研究
を支援し，さらには人文学の研究手法に新た
な方向性を見出すことをもう一つの目標と
した． 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では，研究対象の資料として，前近
代の日本語古典史料，伝統的モンゴル文字で
記述された史料，世界各地で公開されている
浮世絵画像のデータベースにおける日英の
メタデータを対象として研究を行った． 
 日本語古典史料に対しては，現状では困難
であるテキストの単語への分割手法につい
て研究を行った．また，古典史料から人名や
地名を抽出し，それらの出現頻度などの統計
的な情報を用いて人物関係を推定し可視化
する手法について研究を行った． 
 伝統的モンゴル文字文書に対しては，キリ
ル文字による現代モンゴル語の問合せを用
いて，それとはまったく異なるスクリプトで
ある伝統的モンゴル文字で書かれた文書の
検索を可能とする手法について研究を行っ
た． 
 浮世絵画像データベースに対しては，国内
で日本語のメタデータで公開されているデ
ータベースのみならず，欧米の各国の美術
館・博物館などに所蔵されていて英語のメタ
データで公開されているデータベースも対

象として，複数のデータベースに対して日英
二言語の双方から検索を可能とする手法に
ついて研究を行った． 
 また，言語を跨った情報アクセスに繋がる
関連技術として，多言語Webページの作成支
援の研究，今後増大する過去の大量の情報か
ら適切な情報を効率的に得るための技術と
して，確率モデルに基づく情報推薦手法に関
する研究を行った． 
 
４．研究成果 
 
（1） 日本語古典史料のテキスト処理手法の

開発 
 
① 日本語古典史料の自然言語処理のため

の基本技術の開発 
 
 古文の現代語による検索および古文テキ
ストマイニングの実現に必要となる現代語
－古語間の対訳辞書を，古文とその現代語訳
の並列コーパスから自動的に構築する研究
を行った．『源氏物語』の原文とその現代語
訳を用いた実験において，古文テキスト中に
現れる固有名詞を除去することにより，除去
しない場合と比較して精度が向上すること
が確かめられた． 
 また，言語資源に乏しい日本語古典史料の
テキスト処理の手法として，文字 Nグラム出
現確率に基づく単語抽出手法について研究
を行い，名詞の抽出において一定の精度を得
ることができた． 
 
② 古典史料に対するテキストマイニング

および可視化 
 
 主に日記形式の古記録から，人名・地名な
どの固有表現を抽出し可視化する二つの手
法について研究を行った． 
 一つは，人名の共起関係を通した人物関係
の推移の取得と可視化である．これは，ある
注目する二人の人物間の関係の年ごとの推
移を，別の第三者とこれら二人のそれぞれの
共起関係から推定する手法である．この手法
では，同じ人物の組に対して，同時代に書か
れた複数の古典史料での可視化結果を比較
することも可能である． 
 もう一つは，人名・地名を通した人物関係
の取得と可視化である．これは，ある人物に
対して，その人名と共起した各地名との共起
頻度を次元とする人物ベクトルを作成し，そ
の類似度によって人物関係の近さを推定す
る手法である．さらに人物ベクトルをクラス
タリングすることで，より関係が近い人物同
士をグループ化することが可能である． 
 これらの可視化手法を Web ブラウザ上で
インタラクティブに実行できる環境を実装



 

 

した．このシステムを用いて人文系研究者に
よる利用者評価実験を行った結果，概ね肯定
的な評価を得ることができた． 
 
（2） 人文系データベースの横断検索システ

ム 
 
 美術館・博物館・大学などの各種機関で公
開されている浮世絵の画像データベースを
対象として，国内外の複数言語からなる異種
データベースを横断検索する手法について
研究を行った． 
 各機関において様々な異なるスキーマで
提供されているデータベースを横断検索す
るために，メタデータの項目名の類似度を基
にした自動マッピングの手法を開発した．ま
た，日英の双方からの検索を実現するため，
人名などを含む浮世絵画像のメタデータを
翻訳する手法を実装した． 
 これらの手法を基に，実際に大英博物館，
ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館，
ボストン美術館，米国議会図書館，国立国会
図書館などのデータベースを横断検索可能
なプロトタイプシステムを完成させた． 
 
（3） 伝統的モンゴル文字文書のディジタル

図書館システム 
 
 キリル文字で記述される現代モンゴル語
と異なり，伝統的モンゴル語は，縦書きでか
つ行が左から右に進行し，単語内の位置によ
って文字の形が変化するなど，独自の書記体
系を持っている．この伝統的モンゴル文字で
記述された古典史料を保存するため，ディジ
タル図書館システムを構築した． 
 このために，様々な文字コードやレンダリ
ング手法が混在している伝統的モンゴル文
字の現状において，互換性や将来的なテキス
ト処理のために最適な手法について調査し，
最適な文字コードとそのレンダリング手法
を確立した． 
 また，キリル文字による現代モンゴル語の
問合せを用いて伝統的モンゴル文字文書を
検索する，スクリプト横断型の検索手法を開
発した． 
 これらの手法を実装し，インターネット上
で公開した．また，モンゴル文字の研究者お
よび一般利用者による評価実験を行った結
果，システムの有用性および意義について非
常に高い評価を得ることができた． 
 
（4） 多言語Webページの作成支援システム 

 
 言語を跨った情報アクセスに繋がる関連
技術として，Webサイトの多言語化を支援す
るため，文章の構文や意味の情報を保存する
ことで機械翻訳の精度を向上させ，多言語

Webページの作成を支援するシステムを開発
した．本研究の成果について，国際会議
IMECS2012において Best Student Paper Award
を受賞した． 
 
（5） 確率モデルに基づく情報推薦手法 

 
 今後増大する過去の大量の情報から適切
な情報を効率的に得るための技術として，潜
在的ディリクレ配分法（LDA）に基づく評判
情報のトピックモデリングおよび確率的潜
在意味解析（PLSI）を用いた文書分類および
その情報推薦手法への応用について研究を
行った． 
 本 研究の成果について，国際会議
IMECS2012において Best Student Paper Award
を受賞した． 
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